
注： は交換部品を示す。

改善の内容

識別
　 車室内車台番号打刻位置の車両右側に黄色ペイントを塗布する。

改　善　箇　所　説　明　図

　全車両、左側前輪のドライブシャフトを対策品と交換する。

基準不適合発生箇所

左側前輪のドライブシャフトにおいて、ダストブーツの設定が不適切なため、走行中の揺動によって蛇
腹同士が擦れて、ダストブーツが早期に摩耗することがある。そのため、そのままの状態で使用を続ける
と、摩耗が進行しダストブーツが破損してグリスが漏れ、最悪の場合、走行できなくなるおそれがある。

ドライブシャフト
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